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（注）1 各年10月１日現在（ただし、昭和23年は８月１日現在） 
   2 昭和22年は、総務省「臨時国勢調査」による現在人口、昭和23年は、総務省「常住人口調査」による人口 

   3 昭和25、30、35、40、45、50、55、60、平成２、７、12、17、22、27 、令和２年は、総務省「国勢調査」による常住人口 
   4 令和３、４、５、６年は「山口県人口移動統計調査」による県推計人口 
   5 その他の年は、総務省「人口推計」（補間補正値） 

 令和６年山口県人口移動統計調査結果年報 

山 口 県 人 口 の 動 き 
（令和５年１０月～令和６年９月の人口移動と推計人口） 

 

Ｉ 山口県の状況 
 
 １ 推計人口 

（１）総人口 

令和６年 10 月 1 日現在の山口県の推計人口は 1,279,601 人で、令和５年 10 月１日

現在に比べ 16,992 人の減少（対前年増減率△1.3％）となった。 

   総人口の推移をみると、昭和 60 年の 1,601,627 人を２回目のピークに減少に転じた

後、一貫して減少を続けており、減少幅も拡大傾向にある。（表１、図１） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 山口県人口の推移 

表１　総人口の推移 （単位：人、％）

増減率 増減率

昭和 40 1,543,573 △ 7,710 △ 0.5 17 1,492,606 △ 9,617 △ 0.6

45 1,511,448 △ 1,180 △ 0.1 22 1,451,338 △ 7,790 △ 0.5

50 1,555,218 13,001 0.8 27 1,404,729 △ 10,466 △ 0.7

55 1,587,079 4,485 0.3 令和  2 1,342,059 △ 14,530 △ 1.1

60 1,601,627 190 0.0 3 1,327,452 △ 14,607 △ 1.1

平成 2 1,572,616 △ 8,529 △ 0.5 4 1,312,950 △ 14,502 △ 1.1

7 1,555,543 △ 3,181 △ 0.2 5 1,296,593 △ 16,357 △ 1.2

12 1,527,964 △ 6,549 △ 0.4 6 1 ,279 ,601 △ 16 ,992 △ 1 .3

(注)1　各年10月１日現在、総務省「国勢調査」による常住人口。ただし、令和３、４、５、６年は県推計人口
 　 2　昭和40年～令和２年の「対前年増減」は、総務省「人口推計」（補間補正値）による前年人口により算出

総人口総人口 対前年増減 対前年増減
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（２）男女別人口 

令和６年の総人口を男女別にみると、男性 608,887 人、女性 670,714 人であった。 

人口性比（女性 100 人に対する男性の数）は、前年に比べ 0.1 ﾎﾟｲﾝﾄ上昇し 90.8 と

なっている。（表２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）地域別人口 

令和６年の総人口を地域別にみると、前年に比べ全ての地域で減少した。 

前年からの減少率が最も高いのは、萩地域（△2.7％）、次いで長門地域（△2.4％）、

同率で岩国地域・柳井地域（△1.8％）となっている。（表３） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２　男女別人口の推移 　　　　 （単位：人）

昭和 40 92.3 17 89.2

45 90.8 22 89.2

50 91.7 27 89.9

55 91.7 令和  2 90.3

60 91.2 3 90.4

平成 2 90.0 4 90.6

7 89.9 5 90.7

12 89.7 6 90 .8

（注）1　各年10月１日現在、総務省「国勢調査」による常住人口。ただし、令和３、４、５、６年は県推計人口
　　　2　人口性比＝男子人口÷女子人口×100

人口性比男 女 男 女年   次 総 人 口 人口性比 年   次 総 人 口

 703 721  788 885

1 511 448  719 147  792 301 1 451 338  684 176  767 162

1 543 573  740 934  802 639 1 492 606

 665 008  739 721

1 587 079  759 255  827 824 1 342 059  636 736  705 323

1 555 218  743 833  811 385 1 404 729

 630 367  697 085

1 572 616  744 844  827 772 1 312 950  624 000  688 950

1 601 627  763 803  837 824 1 327 452

 616 598  679 995

1 527 964  722 683  805 281

1 555 543  736 555  818 988 1 296 593

1 279  601  608  887  670  714

表３　地域別人口の推移 （単位：人）

岩　国 柳　井 周　南 山口・防府 宇部・小野田 下　関 長　門 萩

昭和 40 1 543 573  169 042  110 718  250 179  256 561  289 615  317 146  57 669  92 643

45 1 511 448  165 078  101 891  263 384  257 356  269 518  315 603  53 247  85 371

50 1 555 218  169 125  98 962  286 706  270 010  274 640  322 300  51 421  82 054

55 1 587 079  171 208  95 824  295 662  285 058  281 839  325 478  50 892  81 118

60 1 601 627  169 010  92 732  296 715  301 216  288 368  324 585  50 259  78 742

平成 2 1 572 616  165 379  87 914  290 602  305 427  285 539  315 643  47 656  74 456

7 1 555 543  163 306  83 221  286 644  311 975  283 912  310 717  45 565  70 203

12 1 527 964  160 717  79 151  281 381  314 839  281 006  301 097  43 473  66 300

17 1 492 606  156 143  75 228  276 154  316 115  275 055  290 693  41 127  62 091

22 1 451 338  150 235  70 637  273 489  313 239  266 952  280 947  38 349  57 490

27 1 404 729  143 042  65 745  267 340  313 364  258 259  268 517  35 439  53 023

令和 2 1 342 059  135 159  59 853  257 708  307 945  246 143  255 051  32 519  47 681

3 1 327 452  133 418  58 588  255 538  306 059  243 635  251 716  31 803  46 695

4 1 312 950  131 686  57 420  253 315  304 404  240 992  248 236  31 142  45 755

5 1 296 593  129 740  56 030  250 261  303 204  237 674  244 470  30 422  44 792

6 1 279  601  127  394  55 020  247  508  301  214  234 349  240  851  29  679  43 586

構成比 100 .0% 10 .0% 4 .3% 19 .3% 23 .5% 18 .3% 18 .8% 2 .3% 3 .4%

増減率 △1.3% △1.8% △1.8% △1.1% △0.7% △1.4% △1.5% △2.4% △2.7%

（注）1　各年10月１日現在、総務省「国勢調査」による常住人口。ただし、令和３、４、５、６年は県推計人口
　　　2　昭和40年～平成17年の地域別人口について、各調査年の人口を令和６年10月１日現在の市町別境域により組み替えて算出
　　　3　構成比は令和６年の数値。小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない
　　　4　増減率は、令和６年人口の令和５年人口に対する増減率
〈地域区分〉　岩国地域：岩国市、和木町　柳井地域：柳井市、周防大島町、上関町、平生町
　　　 　　　周南地域：下松市、光市、周南市、田布施町　 
　　　　　　　山口・防府地域：山口市、防府市　宇部・小野田地域：宇部市、美祢市、山陽小野田市
　　　　　　　下関地域：下関市　長門地域：長門市　萩地域：萩市、阿武町

年次 総 人 口
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（４）年齢別人口 

〇 年齢（３区分）別人口 

令和６年の総人口を年齢（３区分）別にみると、15 歳未満人口は 138,406 人（対

前年△4,536 人）、15～64 歳人口は 686,054 人（同△9,059 人）、65 歳以上人口は

455,141 人（同△3,397 人）となっており、３区分とも減少している。また、75 歳

以上の人口は 267,438 人（同＋7,830 人）となっている。 

年齢（３区分）別人口の構成割合をみると、15 歳未満人口は 10.8％（対前年△0.2

ﾎﾟｲﾝﾄ）、15～64 歳人口は 53.6％（前年と同値）、65 歳以上人口は 35.6％（対前年＋

0.2 ﾎﾟｲﾝﾄ）となっている。また、75 歳以上の構成割合は 20.9％（同＋0.9 ﾎﾟｲﾝﾄ）と

なっている。（表４、図２） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 年齢（３区分）別人口割合の推移 

表4　年齢(３区分）別人口の推移

うち うち

７５歳以上 ７５歳以上

昭和 40 1 543 573  393 960 1 027 984  121 629  38 399 25.5 66.6 7.9 2.5

45 1 511 448 348 362 1 025 839 137 247 44 421 23.0 67.9 9.1 2.9

50 1 555 218 355 657 1 041 291 158 042 54 723 22.9 67.0 10.2 3.5

55 1 587 079 354 404 1 048 137 184 160 66 699 22.3 66.1 11.6 4.2

60 1 601 627 333 923 1 055 436 212 237 83 318 20.8 65.9 13.3 5.2

平成 　2 1 572 616 278 562 1 042 910 249 488 103 462 17.7 66.4 15.9 6.6

7 1 555 543 240 469 1 018 839 295 702 122 231 15.5 65.5 19.0 7.9

12 1 527 964 213 578 974 131 339 836 147 763 14.0 63.8 22.2 9.7

17 1 492 606 196 729 920 531 373 346 181 725 13.2 61.8 25.0 12.2

22 1 451 338 184 049 857 956 404 694 210 782 12.7 59.3 28.0 14.6

27 1 404 729  170 406  784 584  449 739  226 791 12.1 55.9 32.0 16.1

令和  2 1 342 059  153 838  723 588  464 633  245 347 11.5 53.9 34.6 18.3

3 1 327 452  150 619  712 138  464 695  245 148 11.3 53.6 35.0 18.5

4 1 312 950  147 094  704 109  461 747  253 047 11.2 53.6 35.2 19.3

5 1 296 593  142 942  695 113  458 538  259 608 11.0 53.6 35.4 20.0

6 1 279 601  138 406  686 054  455 141  267 438 10 .8 53 .6 35 .6 20 .9

(注）1　各年10月１日現在、総務省「国勢調査」による常住人口。ただし、令和３、４、５、６年は県推計人口

　 　2　平成27年及び令和２年は、国勢調査不詳補完結果（平成27年は遡及集計）

　　 3　昭和50年～平成22年について、年齢不詳人口を本表に記載していないため年齢区分別人口の合計は総人口に一致しない

　　　構成割合は、分母（総人口）から年齢不詳を除いて算出

年  次 総 人 口 15歳未満 15～64歳 65歳以上

実　　　数　（人） 構 　成　 割　 合　（％）

15～64歳 65歳以上15歳未満
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（注）令和６年10月１日現在 

〇 年齢（５歳階級）別人口  

令和６年の総人口を年齢（５歳階級）別にみると、構成割合は、70～74 歳の 8.0％

が最も高く、次いで 75～79 歳（7.9％）、50～54 歳（7.5％）となっている。（表５、

図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 人口ピラミッド（男女、年齢（各歳）別人口）） 

表5　年齢（5歳階級別）人口 （単位：人、％）

総　数 男 女 総　数 男 女
総 数 1,279,601 608,887 670,714 90.8 100.0 100.0 100.0

0 ～ 4 38,449 19,575 18,874 103.7 3.0 3.2 2.8
5 ～ 9 46,500 23,984 22,516 106.5 3.6 3.9 3.4

10 ～ 14 53,457 27,336 26,121 104.7 4.2 4.5 3.9
15 ～ 19 57,045 29,282 27,763 105.5 4.5 4.8 4.1
20 ～ 24 55,051 29,139 25,912 112.5 4.3 4.8 3.9
25 ～ 29 50,160 26,421 23,739 111.3 3.9 4.3 3.5
30 ～ 34 52,713 27,523 25,190 109.3 4.1 4.5 3.8
35 ～ 39 61,254 31,439 29,815 105.4 4.8 5.2 4.4
40 ～ 44 71,007 35,799 35,208 101.7 5.5 5.9 5.2
45 ～ 49 84,750 42,676 42,074 101.4 6.6 7.0 6.3
50 ～ 54 95,647 48,110 47,537 101.2 7.5 7.9 7.1
55 ～ 59 80,873 38,897 41,976 92.7 6.3 6.4 6.3
60 ～ 64 77,554 37,382 40,172 93.1 6.1 6.1 6.0
65 ～ 69 85,264 40,555 44,709 90.7 6.7 6.7 6.7
70 ～ 74 102,439 48,159 54,280 88.7 8.0 7.9 8.1
75 ～ 79 100,815 44,443 56,372 78.8 7.9 7.3 8.4
80 ～ 84 77,040 30,954 46,086 67.2 6.0 5.1 6.9
85 ～ 89 50,667 17,521 33,146 52.9 4.0 2.9 4.9
90 ～ 94 28,707 7,893 20,814 37.9 2.2 1.3 3.1
95歳以上 10,209 1,799 8,410 21.4 0.8 0.3 1.3

（注）1　令和６年10月１日現在
　　　2　人口性比＝男子人口÷女子人口×100

実　　　数
年　齢 人口性比

構成割合
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（５）日本人・外国人別人口 

〇 日本人・外国人別人口 

令和６年の総人口を日本人・外国人別にみると、日本人は 1,259,676 人で前年に

比べ 18,843 人の減少、外国人は 19,925 人で前年に比べ 1,851 人の増加となってい

る。また、人口性比を日本人・外国人別にみると、日本人の 90.6 に対し、外国人は

101.0 で、日本人に比べ外国人は人口に占める男性の割合が高くなっている。 

近年の日本人・外国人別人口の推移をみると、日本人は減少し続けている一方、

外国人は、令和３年の減少から令和４年に増加に転じている。（表６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 総人口に占める外国人人口の割合 

令和６年の総人口に占める外国人人口の構成割合をみると、前年に比べ 0.2 ﾎﾟｲﾝﾄ上

昇し 1.6％となっている。（表７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表6　日本人・外国人別人口の推移 （単位：人）

総　数 男 女 人口性比 総　数 男 女 人口性比

平成27年 1,393,085 659,705 733,380 90.0 11,644 5,303 6,341 83.6

令 和 2 年 1,326,043 629,146 696,897 90.3 16,016 7,590 8,426 90.1

令 和 3 年 1,312,124 623,055 689,069 90.4 15,328 7,312 8,016 91.2

令 和 4 年 1,296,887 616,112 680,775 90.5 16,063 7,888 8,175 96.5

令 和 5 年 1,278,519 607,625 670,894 90.6 18,074 8,973 9,101 98.6

令 和 6 年 1,259 ,676 598 ,875 660 ,801 90 .6 19 ,925 10 ,012 9 ,913 101 .0

（注）1　各年10月１日現在

　　　2　平成27年及び令和２年は国勢調査不詳補完結果（平成27年は遡及集計）、令和３、４、５、６年は県推計人口

　　　3　人口性比＝男子人口÷女子人口×100

日　本　人
年 　次

外　国　人

表7　外国人人口の割合の推移 （単位：人、％）

うち外国人 構成割合 うち外国人 構成割合 うち外国人 構成割合

平成27年 1,404,729 11,644 0.8 665,008 5,303 0.8 739,721 6,341 0.9

令 和 2年 1,342,059 16,016 1.2 636,736 7,590 1.2 705,323 8,426 1.2

令 和 3年 1,327,452 15,328 1.2 630,367 7,312 1.2 697,085 8,016 1.1

令 和 4年 1,312,950 16,063 1.2 624,000 7,888 1.3 688,950 8,175 1.2

令 和 5年 1,296,593 18,074 1.4 616,598 8,973 1.5 679,995 9,101 1.3

令和 6年 1,279 ,601 19 ,925 1 .6 608 ,887 10 ,012 1 .6 670 ,714 9 ,913 1 .5

（注）1　各年10月１日現在

　　　2　平成27年及び令和２年は国勢調査不詳補完結果（平成27年は遡及集計）、令和３、４、５、６年は県推計人口

年 　次 総　　　数 男 女
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図４ 人口動態の推移 

 ２ 人口動態 

（１）人口動態の推移 

   令和６年（令和５年 10 月～令和６年９月、以下同様）の人口動態をみると、自然増

減は 14,553 人の減少、社会増減は 2,439 人の減少、総人口増減は 16,992 人の減少と

なり、総人口の減少幅は前年に比べ 635 人拡大した。（表８、図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表８　人口動態の推移 （単位：人）

うち県外 うち県外

平成25年 △ 11,291 △ 7,756 10,867 18,623 △ 3,535 46,794 25,858 50,329 28,052

26 △ 11,065 △ 7,683 10,416 18,099 △ 3,382 46,267 25,936 49,649 28,526

27 △ 12,100 △ 8,045 10,404 18,449 △ 4,055 45,741 25,572 49,796 28,985

28 △ 10,825 △ 8,182 10,075 18,257 △ 2,643 45,175 26,073 47,818 27,781

29 △ 12,320 △ 9,201 9,482 18,683 △ 3,119 44,991 25,917 48,110 28,277

30 △ 13,089 △ 9,731 9,261 18,992 △ 3,358 44,998 25,979 48,356 28,474

令和元年 △ 13,000 △ 10,221 8,849 19,070 △ 2,779 46,742 27,660 49,521 29,499

2 △ 13,989 △ 10,428 8,462 18,890 △ 3,561 43,692 25,129 47,253 28,116

3 △ 14,607 △ 11,194 8,109 19,303 △ 3,413 42,132 24,217 45,545 27,088

4 △ 14,502 △ 12,585 7,901 20,486 △ 1,917 44,587 26,681 46,504 28,060

5 △ 16,357 △ 14,003 7,413 21,416 △ 2,354 45,471 27,975 47,825 29,597

6 △ 16,992 △ 14,553 6,925 21,478 △ 2,439 44,336 26,999 46,775 29,018

(注）1　各年前年10月～当年９月
　　 2　「社会増減」「転入」「転出」には、実務上発生する県内移動及び職権（市町長）による住民票の記載、

　　　消除による数値を含む

転　入 転　出

人口増減
(a)+(b)

自然増減
（a）

社会増減
（b）出生児数 死亡者数
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図６ 月別出生児数及び死亡者数 

（２）自然動態 

〇 自然動態の推移 

    令和６年は、出生児数が 6,925 人（対前年△488 人）、死亡者数が 21,478 人（同＋

62 人）で、差し引き△14,553 人の自然減となっている。 

    過去の推移をみると、自然増減は、平成７年以降、自然減で推移している。また、

出生児数が減少傾向で推移している一方、死亡者数は増加傾向で推移しているため、

長期的に減少幅は拡大傾向にある。（図５） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 月別出生児数及び死亡者数 

    令和６年の出生児数及び死亡者数を月別にみると、出生児数は令和６年７月（652

人）が最も多く、次いで令和６年１月（628 人）、令和６年５月（621 人）となって

いる。 

 一方、死亡者数は、令和６年１月（2,218 人）が最も多く、次いで８月（1,844 人）、

２月（1,842 人）となっている。（図６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 自然動態の推移 
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（２）社会動態 

〇 社会動態の推移 

    令和６年は、転入者数が 44,336 人（対前年△1,135 人）、転出者数が 46,775 人 

（同△1,050 人）で、差し引き△2,439 人の社会減となっている。 

令和６年の社会減は、転入者数の減少幅が転出者数の減少幅を上回ったため、前

年より 85 人拡大した。 

    過去の推移をみると、社会増減は一貫して転出超過で推移しているものの、令和

４年に大幅に縮小し、令和６年も例年に比べ低い水準となっている。（図７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 社会動態の内訳等 

令和６年の移動者総数は、前年に比べ 1,819 人減少の 74,040 人となっており、そ

の内訳は、県外移動者 56,017 人（対前年△1,555 人）、県内移動者（転入者）17,127

人（同△201 人）、その他移動者 896 人（同△63 人）となっている。（表９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 社会動態の推移 

表９　社会動態の内訳
（単位：人)

総 数 転 入 転 出 増 減 総 数 転 入 転 出 増 減

（a)=(b)+(f)+(g) (b)=(c)+(d) (c) (d) (e)=(c)-(d) (f) (g)=(h)+(i) (h) (i) (j)=(h)-(i) (k)

総　数 75,859 57,572 27,975 29,597 △ 1,622 17,328 959 168 791 △ 623 △ 2,354

男 41,438 31,808 15,729 16,079 △ 350 9,067 563 122 441 △ 319 △ 762

女 34,421 25,764 12,246 13,518 △ 1,272 8,261 396 46 350 △ 304 △ 1,592

総　数 74,040 56,017 26,999 29,018 △ 2,019 17,127 896 210 686 △ 476 △ 2,439

男 41,112 31,412 15,364 16,048 △ 684 9,185 515 130 385 △ 255 △ 914

女 32,928 24,605 11,635 12,970 △ 1,335 7,942 381 80 301 △ 221 △ 1,525

（注）1　各年前年10月～当年９月

　　　2　県内移動者は転入者の数値としている

　　　3 「その他移動者」は、職権（市町長）による住民票の記載（転入）、消除（転出）

　　　4　本表には、県内移動に係る増減（実務上発生）を掲載していないため、「社会増減」(ｋ)は、「県外移動者」の

　　　「増減」(e)と「その他移動者」の「増減」(j)の計と一致しない

社会増減

令和5年

令和6年

年 　次 性　別

移動者
総 数

県外移動者 県内
移動者

その他移動者
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図８ 男女別県外転入者数及び転出者数 図９ 県外転出超過の男女別割合 

図 10 月別県外転入者数及び県外転出者数 

〇 男女別県外移動者数 

移動者のうち、県外移動者について男女別にみると、転入者、転出者とも男性が

女性を上回っているが、転出超過は、男性 684 人に対し女性 1,335 人と、約７割を

女性が占めている。（図８、図９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 月別県外移動者数 

県外移動の状況を月別にみると、年度替わりの３月、４月は、その他の月に比べ

て転入者数、転出者数とも大きくなっている。（図 10） 
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図 11 市町別 人口増減率（人口千対） 

Ⅱ 市町の状況 
 
 １ 推計人口 

 （１）推計人口 

令和６年 10 月 1 日現在の推計人口は、令和５年 10 月１日現在に比べ全ての市町で

減少した。（表 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）人口増減率 

人口減少率（人口千対）が最も低いのは下松市（△3.6‰）、次いで防府市（△4.5‰）、

山口市（△7.8‰）となっている。一方、減少率が最も高いのは上関町（△53.6‰）、次

いで美祢市（△29.2‰）、萩市（△26.9‰）となっている。（図 11） 
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（３）年齢別人口 

年齢（３区分）別人口を市町別にみると、15 歳未満人口の構成割合が最も高いのは

和木町（15.2％)で、次いで下松市(13.6％)、防府市(12.3％)となっている。15～64 歳

人口の構成割合が最も高いのは山口市（57.9％）で、次いで下松市(56.9％)、防府市

（56.5％）となっている。65 歳以上人口の構成割合が最も高いのは上関町（57.8％)

で、次いで周防大島町(56.1％)、阿武町(51.5％)となっている。 

 また、75 歳以上の構成割合が最も高いのは上関町（37.0％）で、次いで周防大島町

（35.6％）、阿武町（30.5％）となっている。（表 11、図 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 市町別 年齢（３区分）別構成割合 

(注) 65 歳以上人口の構成割合の高い順 

表11　年齢（３区分）、市町別人口の状況

市　　町 うち うち
７５歳以上 ７５歳以上

山 口 県 1 279 601  138 406  686 054  455 141  267 438 10.8 53.6 35.6 20.9

下 関 市  240 851  24 993  126 964  88 894  52 203 10.4 52.7 36.9 21.7

宇 部 市  156 034  17 291  85 340  53 403  31 354 11.1 54.7 34.2 20.1

山 口 市  189 547  22 302  109 670  57 575  33 004 11.8 57.9 30.4 17.4

萩 市  40 764  3 179  18 813  18 772  10 930 7.8 46.2 46.1 26.8

防 府 市  111 667  13 760  63 078  34 829  20 372 12.3 56.5 31.2 18.2

下 松 市  55 175  7 512  31 390  16 273  9 653 13.6 56.9 29.5 17.5

岩 国 市  121 797  12 945  63 574  45 278  26 844 10.6 52.2 37.2 22.0

光 市  47 446  5 007  24 756  17 683  11 003 10.6 52.2 37.3 23.2

長 門 市  29 679  2 474  13 534  13 671  7 886 8.3 45.6 46.1 26.6

柳 井 市  28 972  2 808  14 421  11 743  7 033 9.7 49.8 40.5 24.3

美 祢 市  20 784  1 472  9 869  9 443  5 483 7.1 47.5 45.4 26.4

周 南 市  131 327  14 070  71 716  45 541  26 688 10.7 54.6 34.7 20.3

山陽小野田市  57 531  6 424  30 856  20 251  11 605 11.2 53.6 35.2 20.2

周防大島町  13 073   778  4 957  7 338  4 658 6.0 37.9 56.1 35.6

和 木 町  5 597   849  3 146  1 602   843 15.2 56.2 28.6 15.1

上 関 町  1 926   121   691  1 114   712 6.3 35.9 57.8 37.0

田布施町  13 560  1 293  7 045  5 222  3 077 9.5 52.0 38.5 22.7

平 生 町  11 049   906  5 087  5 056  3 230 8.2 46.0 45.8 29.2

阿 武 町  2 822   222  1 147  1 453   860 7.9 40.6 51.5 30.5

（注）　１　令和６年10月１日現在

　　　　２　構成割合は、小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはならない

実　　　数　（人） 構 　成　 割　 合　（％）

15～64歳 65歳以上総 人 口 15歳未満 15～64歳 65歳以上 15歳未満
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 ２ 人口動態 

 （１）自然増減率 

   令和６年の自然増減率を市町別にみると、全ての市町で自然減となっており、自然

減少率が最も低いのは下松市（△4.9‰）、次いで和木町（△5.8‰）、防府市（△7.7‰）

となっている。一方、自然減少率が最も高いのは上関町（△36.9‰）、次いで周防大島

町（△29.7‰）、阿武町（△22.4‰）となっている。（図 13）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）社会増減率 

 令和６年の社会増減率を市町別にみると、社会増加率が最も高いのは同率で周防大

島町・柳井市（3.5‰）、次いで防府市（3.2‰）、下松市（1.3‰）となっている。一方、

社会減少率が最も高いのは和木町（△18.7‰）、次いで上関町（△16.8‰）、美祢市（△

9.9‰）となっている。（図 14） 

 

 

 

 

 

  

図 13 市町別 自然増減率（人口千対） 

図 14 市町別 社会増減率（人口千対） 


